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研究成果の概要： 

本研究はアクションリサーチの手法を用いて行政保健師のキャリア開発プログラムにおける

ポートフォリオの活用可能性を検討することを目的とした。第一段階のアクションリサーチで

は、研究者がアクションリサーチャーとなり保健師リーダーに向けて保健師活動歴に焦点を当

てたポートフォリオの活用実践と OJT 企画立案を働きかけ、第二段階のアクションリサーチで

は、第一段階のアクションリサーチに参加した保健師リーダーがアクションリサーチャーとな

り研究者と共に企画した OJT を実施・評価した。その結果、OJT におけるポートフォリオの

活用は保健師の専門能力の理念的コアを継承する方法として有用であることが示された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1100,000 330,000 1430,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

総 計 1800,000 540,000 2340,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・地域･老年看護学 
キーワード：行政保健師, ポートフォリオ, アクションリサーチ, キャリア開発 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、地方分権に伴う市町村合併や保健医
療福祉関係の法制度改革によって、我が国の
行政機関で働く保健師を取り巻く環境は変
化している。複数の保健師が地区担当制で業
務を行っていた時代から業務分担制の少数
分散配置になったことで、日常の実践を通し
て先輩保健師から後輩保健師へ活動技術を
伝承することが困難になっており、団塊世代
の保健師の退職後に実務経験の少ない保健
師が役割を十分に果たすためのキャリア開
発プログラムを早急に整える必要がある。さ
らに、看護系大学の急増により、統合化され

たカリキュラムの中で、保健所・市町村実習
のフィールド・期間確保の問題が深刻化し、
新任保健師の技術レベルの低さが指摘され
ている。 
 ポートフォリオとは、紙ばさみを意味し、
建築家やジャーナリストなどがこれまでの
仕事をファイルした「作品歴」「活動歴」を
指し、情報を一元化し俯瞰できるという特徴
をもつ。学習者中心の教育の考え方に立脚し
たアプローチであり、我が国ではこれまでに
医師の卒後臨床研修や臨床看護領域の目標
管理と連動したプログラムの構築などの、先
駆的実践が報告されている。 
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 このような背景から、ポートフォリオは、
行政保健師のキャリア開発において、プロフ
ェッショナルとしての生涯発達を前提に、自
己学習能力を高める組織的取り組みに活用
できる可能性がある。 
  
２．研究の目的 
本研究は、アクションリサーチの手法を用

いて、行政保健師のキャリア開発プログラム
におけるポートフォリオの活用可能性を検
討することを目的とする。 
具体的には、 

（a）研究者がアクションリサーチャーとなり、

管理職保健師に向けて、ポートフォリオ

の活用実践を通してOJTの企画立案を働

きかけたプロセスを記述し、活動を評価

する。【第１段階のアクションリサーチ】 

（b）保健所・市町村の管理職保健師が組織内

の保健師に働きかけるアクションリサー

チャーとなり、ポートフォリオを活用し

たOJTの企画を実施したプロセスを記述

し、活動を評価する。【第２段階のアクシ

ョンリサーチ】 

（c）アクションリサーチの評価を基に、行政
保健師のキャリア開発プログラムにお
けるポートフォリオの活用可能性の検
討を行う。【まとめ】 

 
３．研究の方法と研究成果 
 
【第１段階のアクションリサーチ】 
(1)研究の方法 
①研究参加者の条件と募集方法 

保健所・市町村の専門員・係長級以上
の保健師 5～7 名。県保健師長会会員を通
じて募集した。 

②アクションプラン 
i.集合型研修１コース３回の開催 
 時間：１回 150 分 会場：大学内会議室 
第１回：ポートフォリオの基礎知識と活

用事例の紹介, パーソナルポー
トフォリオの作成方法 

第２回：ポートフォリオの発表とフィー
ドバック 

第３回：ポートフォリオを活用した OJT
についての討議 

ii.面接および電子メールによる個別支援 
  ポートフォリオ作成・発表準備, OJT 企画 

立案の支援 
③データ収集方法 
 ・フェイスシート：年齢、教育背景、保健

師実務経験年数・配属先、研修受講歴 
・集合型研修の実施記録：発言内容を録音

し逐語化。研修状況をビデオカメラで撮 
   影し、観察記録を作成 
・個別支援（面接）記録：日時、方法、支

援内容、振り返りの記録 
・参加者の活動記録：アクションシート、

ポートフォリオ及び OJT企画書の内容    
④データ分析方法 

   データから変化に関する記述を抽出し、
意味内容を質的に分析した。分析は研究
者間で討議を行いながら進めた。 

⑤倫理的配慮 
本研究は愛媛県立医療技術大学研究倫

理審査委員会の承認を得た。 
 
(2)研究成果 

研究参加者は 7名で、集合型研修 3回（2007 
年 11 月, 12 月, 2008 年 2 月）全てに参加し
た者は 5 名であった。5 名の保健師実務経験
年数は 18～28 年であった。 
 参加者（A,B,C,D,E）の変化の概要は以下
のとおりである。 
〈保健師 A〉50 代前半、町役場勤務。 
合併前の村での活動をきちんとまとめた

いと思って資料を保存していた。本研究には、
これまでの活動を振り返り、新町のリーダー
としての課題を明確にしたいとの思いで参
加した。ポートフォリオは、保健師になるま
で、保健師一人での活動とグループ支援の資
料を中心に作成された。活動発表資料、活動
紹介記事や大学等での講演資料（活動年表）
も含まれていた。先駆的なグループ支援につ
いては多方面で紹介されてきたため、今回は
研究者の働きかけにより、保健師になるまで
と保健師一人での新任期の活動に絞って発
表が行われた。写真や新聞記事に印象に残る
言葉を添えながら活動史が語られた。メンバ
ーからは、保健師一人設置時代から目標・計
画・実施・反省（評価）の流れで活動し、節
目で活動発表する努力をしている、故郷の村
への思いが伝わる、保健師活動の原点そのも
のであるなどのフィードバックがあった。研
究参加を通して、旧村での活動の良い所を新
町での活動に活かすためにも分散配置の保
健師同士が話し合う必要性を感じ、月１回保
健師全員が集まる連絡会の開催につながっ
た。また、作成したポートフォリオを職場の
保健師全員に見てもらい、保健師活動で大切
にしてきたことを伝える機会として、勤務時
間外の勉強会の企画案が挙げられた。  
〈保健師 B〉40 代後半、市役所勤務。 
 市町合併で職場環境が変わり、これまで以
上に後輩育成の役割が大きくなった。本研究
には、自分史を書くように活動を振り返り、
後輩保健師に対して自らの保健師活動を語
れるようになりたいとの思いで参加した。ポ
ートフォリオは、旧町での新任期、リーダー
となり新規事業を展開した時期の活動資料
を中心に作成され、講演資料や自己研鑽資料
も含まれていた。作成当初、これまで特別な
ことはなかったように思っていたが、研究者



が成長に促した出会いを思い出すよう働き
かけると数人の顔が懐かしく浮かんで転機
や能力に気づくことができた。発表を聴いた
メンバーからは個別事例への長期的なかか
わりが見えるのが町の保健師らしい、若くし
てリーダーとなり保健部門をまとめながら
住民ニーズを事業につなげているなどのフ
ィードバックがあった。研究参加を通して、
住民一人ひとりを大切にすることが町全体
へ広がると信じ活動してきたことを再認識
し、後輩に伝えたい・価値あることを整理で
きた。作成中に若い保健師がポートフォリオ
に興味をもって尋ねてきた。有志を集めて保
健師活動で自分が大切にしてきたことを伝
える場の企画案が挙げられた。 
〈保健師 C〉40 代後半、保健所勤務。 
 機構改革で職場環境・担当業務が次々と変
わる中で後輩に保健師の専門性を伝えるた
めに仕事の振り返りをしたいという思いで、
本研究に参加した。ポートフォリオは、保健
師になるまで、就職してから機構改革までの
担当地区での活動の資料を中心に作成され
た。モデル事業への取り組みと理論を実践に
活かすための県外研修（自主参加）の資料も
含まれていた。発表を聴いたメンバーからは、
県外研修での講師との出会いを成長につな
げてきた、理論を活用してモデル事業を展開
している、住民の力を引き出してまちづくり
を推進するパワーがある、自己研鑽を周囲の
保健師に広げているなどのフィードバック
があった。研究参加を通して、転機となった
県外研修の前にも同じ講師の研修を受けて
いたのに印象に残っていなかった、市町村の
規模が違っても活動の基本は同じ、看護学生
時代に出会った村の活動を描いてがんばっ
てきた自分に気づいた。後輩への助言ポイン
トとしてネットワークづくりを伝えること
が挙げられた。 
〈保健師 D〉40 代前半、町役場勤務。 
 町村合併後、支所で一人の保健師として他
職種と連携しながら保健福祉業務を担って
きた。本研究には、活動を振り返り、すでに
自分が持っている能力に気づき、言語化して
後輩等に説明できるようになることを目指
して参加した。ポートフォリオは他地域の市
役所を退職するまでの約 10 年間の活動資料
を中心に作成され、職員の自主グループ活動
の資料や記念写真、お礼状も含まれていた。
発表では写真や記事に添えられた心に残る
言葉やエピソードが紹介された。メンバーか
らは、まちづくりの視点をもって活動してい
る、住民の幸せのために働く熱意が伝わる、
いろいろな人の言葉を受け止めて活動の意
味づけに活かしているなどのフィードバッ
クがあった。発表後に、旧村に就職してから
町村合併後の現在までの活動資料を元に２
冊目のポートフォリオが作成された。研究者

が示した例を参考に、活動歴と獲得した能力
が一覧表に整理された。研究参加を通して、
獲得した力・経験知を言語化することで自ら
の成長過程に気づき、モチベーションが高ま
り自信につながった。後輩育成にも活動を意
味づける言語化が大切と気づいた。OJT に関
連する企画として、異動の際の引き継ぎに役
立てるため、旧村の地区単位の診断をテーマ
にポートフォリオを作成し、今回、自分の弱
点と気づいた活動評価に取り組む計画が挙
げられた。 
〈保健師 E〉40 代前半、保健所勤務。 

3,4 年毎の異動で担当業務が変わり、活動
を継続発展させてきた手応えがなく、保健師
として何を積み重ねてきたのかわからなく
なる経験をしてきた。これまでの仕事を振り
返り、保健師活動の原点に返りたいとの思い
で本研究に参加した。ポートフォリオは、保
健師になるまで、配属保健所別の業務概要、
自己研鑽の資料を中心に作成された。市町村
保健師と協働した活動を始め、母子、精神、
感染症など幅広い分野の仕事の振り返りが
含まれていた。発表を聴いたメンバーからは、
同じベテラン保健師に自分も影響を受けた、
多様な領域の専門的知識を求められて応え
る努力によって成長しているなどのフィー
ドバックがあった。研究参加を通して、他の
メンバーのように特定の助言者をもてなか
った分、出会った人からそれぞれの良い点を
吸収して成長に活かしてきた、機構改革前の
保健所で新任期に地区担当を経験できたか
らこそ個別支援の力が身に付いた、家庭訪問
は大切と気づいた。OJT に関連する企画とし
て、異動の際の引き継ぎファイルをテーマポ
ートフォリオと捉えて工夫していくことが
提案された。 
このように、保健師活動歴のパーソナルポ

ートフォリオを作成し、お互いにそれらを成
長物語として共有する場を作ることにより、
長期的な活動を保健師としての成長過程と
捉えた振り返りや成長の転機・背景要因・専
門能力としての意味づけを促すこと、他の保
健師に自らの活動を伝えるための豊かな語
りと対話を促し、活動へのモチベーションを
高めることなどが見出された。また、自己の
課題を組織の人材育成の課題と結び付けた
上で、保健師同士の勉強会など、OJT におけ
るポートフォリオの活用方法に関する提案
や企画が挙げられた。 

第一段階のアクションリサーチの結果、鈴
木（未来教育プロジェクト資料, 2007）がポ
ートフォリオの価値と効果として示した「自
己評価ができる」「多面的評価ができる」「成
果や成長が見える」「獲得した知の体系化が
できる」「自分を伝えることができる」「これ
までをこれからに活かすことができる」「明
日へのモチベーションがわく」などの変化だ



けでなく、同じ県で同時代に活動する保健師
グループのもつ力で情緒的交流が促進され
学び合う相互作用が生じていた。ポートフォ
リオを活用したキャリア開発プログラムを
検討する際にはグループ・ダイナミクスの観
点が重要と考える。 

活動歴ポートフォリオの写真や活動発表
等の現物は、過去の活動をお互いに想起しや
すく、感情を共有し相互作用を促進する力を
もつ一方で、プライバシーの問題を考慮し研
修目的を明確にした上で共有する場を設定
することが重要である。また、行政保健師は
日常業務の中で異動等により新しい業務を
担当した際の学習記録ファイル、担当業務や
地区の申し送り・引き継ぎ資料ファイルなど、
テーマポートフォリオに相当するファイリ
ングを実践していることから、自己学習能力
の向上や知の継承をめざす OJT において意
図的に活用することができる。 

 
【第２段階のアクションリサーチ】 
(1)研究の方法 
①研究参加者の条件と募集方法 
i.第１段階のアクションリサーチ参加者の
うち、所属市町村においてポートフォリ
オを活用した OJT 推進を希望する保健師
リーダー1～2 名。2007 年度の研究参加者
に個別に依頼した。 

ii.i.の保健師リーダーの所属組織のスタッ
フ保健師各 3～5 名。研究参加への同意が
得られた保健師リーダーを通じて個別に
依頼した。 

②アクションプラン 
i.集合型研修１コース３回の開催 
 時間：１回 150 分  

会場：保健師リーダーの所属施設内の会
議室 

第１回：ポートフォリオの基礎知識, 保健
師リーダーのパーソナルポート
フォリオの発表とフィードバッ
ク 

第２回：学習目標・計画の検討, ポートフ 
ォリオの作成方法 

第３回：ポートフォリオの発表とフィー
ドバック、OJT・自己啓発につい
ての座談会 

ii.面接および電子メールによる個別支援 
保健師リーダーが日常業務を通してス 

タッフ保健師の学習を支援し研究者は保
健師リーダーを側面から支援し、テーマ
設定・ポートフォリオ作成・発表準備の
助言を行った。 

③データ収集方法 
 ・フェイスシート：年齢、教育背景、保健

師実務経験年数・配属先、研修受講歴 
・集合型研修の実施記録：発言内容を録音

し逐語化。研修状況をビデオカメラで

撮影し観察記録を作成。 
・保健師リーダーによる個別支援（面接）

記録：日時、支援内容、振り返りの記
録 

・研究者のフィールドノート：日時、支援
内容、振り返りの記録 

・参加者の活動記録：学習計画、アクショ
ンシート、ポートフォリオ及び成長記
録の内容    

④データ分析方法 
   データから変化に関する記述を抽出し、

意味内容を質的に分析した。分析は研究
者間で討議を行いながら進めた。 

⑤倫理的配慮 
    本研究は愛媛県立医療技術大学研究倫

理審査委員会の承認を得た。 
 
(2)研究成果 
研究参加者はX市の管理職である保健師リ

ーダー1 名（第一段階のアクションリサーチ
参加者の保健師 B, 以下リーダーと表す）と
スタッフ保健師 4 名で、5 名全員が集合型研
修 3 回（2008 年 11 月, 12 月, 2009 年 2 月）
に参加した。 

4 名の保健師実務経験年数は 5 年未満が 2
名、5 年以上 10 年未満が 2 名であった。 

スタッフ保健師（F,G,H,I）の変化の概要は
以下のとおりである。 
〈保健師 F〉 
 合併後に採用され、リーダーの下で働いて
きた。リーダーの発表を聴いて、個へのかか
わりを一つひとつ大切にしていけば共通点
が見つかり、地域をみる目につながっていく
のではないかと思った。また、自分がめざす
保健師像を考える機会になった。就職以来、
母子健康手帳交付を担当してきて、最近若年
妊婦が増えた印象があり気になっていたの
で、若年妊婦に関するデータを整理して実態
把握し、妊娠届出時の対応を検討することを
目標にポートフォリオを作成した。ポートフ
ォリオには、妊婦の年齢別の年次推移、届出
時アンケート集計、産後の追跡結果が含まれ
ていた。まとめの段階でリーダーに相談する
と、リーダー自身がこれまで活用してきた
「気づき－仮説－結果－問題－できること
（全体・個人）」の流れで考えてみたらと言
われた。その通りに整理して、母子健康手帳
発行時に確認することの提案まで構造化し
発表できた。メンバーからは、支所で得た民
間サービス情報まで整理され、短期間で細か
くデータ分析できているなどのフィードバ
ックがあった。研究参加を通して、事業をま
とめるにしても地区をみるにしても、同じよ
うな筋道で考えていけばよいことが分かっ
た。次年度の計画として、若年妊婦への情報
提供の追加資料づくり、高齢初産婦への対応
について取り組むことが挙げられた。発表後



に活動歴のポートフォリオも作成された。 
〈保健師 G〉 
 合併後に採用され、リーダーの下で働いて
きた。リーダーの発表を聴いて、住民ニーズ
を形にできる企画や納得できる根拠を示す
ことは保健師の仕事のおもしろさである、気
づいたことを事業に結びつけたいと思った。 

就職以来 Y 島を担当し、今年度は島の公民
館で健康教育を実施し好評だった。より地域
にあったものにしていきたいという願いか
ら、健診結果を活かした健康教育について検
討するためにポートフォリオを作成した。デ
ータ分析段階でリーダーの助言を受け、単独
でなく疾患群を作って年代・生活習慣と対応
させた。実態を分析し、食べ物の好き嫌いを
問う項目では摂取量が分からないこと、島の
生活の楽しみについて考えたこと、島で暮ら
すある家族の 1日がみえるような聞き取りの
必要性に気付いたことが発表された。メンバ
ーからは、健診の問診票の改善に役立つ、島
の生活の楽しみという視点が保健師にとっ
て大切などのフィードバックがあった。研究
参加を通して、個人を大切に活動する意識が
高まった。次年度の計画として、今回の取り
組みを活かしY島の健康教育を企画すること
が挙げられた。発表後に活動歴のポートフォ
リオも作成された。 
〈保健師 H〉 
旧町に就職し、リーダーの下で新任期の 3

年間を過ごした。産育休の間に市町合併があ
り、復帰後は職場環境の変化に伴い仕事の内
容も大きく変わってきた。リーダーの発表を
聴いて心が温かくなり、初心を思い出した。
住民の声を受け止めて活動すること、人とき
ちんと向き合う地道な積み重ねの大切さを
再認識し、気持ちを奮起させることができた。
環境が変わっても自分が大切にしたいもの
を持ち続けて活動したいという思いから、今
までの活動・仕事の仕方を振り返って獲得し
た力と足りない力を再確認することを目標
にポートフォリオを作成した。担当地区の訪
問台帳（種別枠組み）、健康教育シナリオや
担当事業のマニュアル、住民やリーダーから
の手紙が含まれていた。発表では 1 年毎の担
当業務の内容やエピソードに専門能力の振
り返りが添えられた。メンバーからは就職 1
年目に地区だけを見ることができてうらや
ましい、台帳が参考になるなどのフィードバ
ックがあった。研究参加を通して、地区担当
を中心に活動できた 1年目の経験が今につな
がる「心の核」となっていると気づき、先輩
にじっくり育ててもらったことに感謝した。
メンバーの発表に刺激を受け、保健師の仕事
にさらなる魅力を感じた。 
〈保健師 I〉 

旧町に就職後 4 年間公民館に駐在し、合併
半年後から支所勤務、2 年後に本庁勤務とな

りリーダーの下で働いてきた。リーダーの発
表を聴いて、住民の声を聞いて地域に何が必
要でそのために何をしなければならないの
か考え言葉だけでなく実行し住民が安心し
て暮らせる町をつくってきたことに感動し
た。これまでの活動の中で、市町村保健師の
役割を十分に果たせなかったことが今でも
心に引っかかる難病事例を取り上げ、ケース
会議を中心に支援経過を振り返り、在宅に向
けての準備や他機関との連携の在り方を整
理し、市町村保健師の役割を検討することを
目標にポートフォリオを作成した。ポートフ
ォリオには疾患・治療に関する最新情報、制
度の資料、緊急連絡カード、ケース会議の内
容・支援者別のかかわり一覧が含まれた。発
表では、介護家族へのきめ細やかな支援が注
目され、希少事例を支援した経験は貴重であ
り、他の保健師に役立つなどのフィードバッ
クがあった。研究参加を通して、連携とはそ
れぞれの支援者の役割を明確にして成り立
つことを再認識した。同年代のメンバーの取
り組みに成長を感じ、次年度は担当事業の評
価にアンケート調査を取り入れる計画を挙
げた。研究者の働きかけで、駐在保健師時代
の活動を残すポートフォリオも作成された。 
〈保健師リーダー（保健師 B）〉  
 ポートフォリオを用いて後輩保健師に保
健師活動を伝えて心地よかった。語ることで
自分が大切にしてきたことを改めて認識し
た。合併後これまでは業務を統一・調整する
ことに心を砕いてきたが、これからの自分は
これでいいのか考えさせられた。保健師とし
ての価値観を失わず、「何をすればいいのか、
何ができるのか」を念頭において、管理職と
しての仕事を構築していきたい。研究参加し
た 4人はそれぞれが日常業務の中での気づき
を大切に学習課題に結び付けられてよかっ
た。中でも、旧町で新任期を過ごした保健師
H の発表では、自分がいつも口にしていたこ
と（フレーズ）がそのまま出てきて驚くと同
時に、大切にしてきたことがちゃんと伝わっ
ていることに感激した。支所での実務経験を
もつ保健師 H,I は個別支援の力を積み上げて
いるのに比べ、合併後に本庁で仕事を始めた
保健師F,Gは事業に関しては企画したり他職
種とネットワークを作ったりする力がある
が、地区へ出て個にかかわることが少ない現
状が発表にも現れていた。現在は実務経験を
考慮し班を編成して地区を担当しているが、
それだけでは不十分で、新任期保健師に個別
支援の力を付けるために本庁での地区活動
体制を早急に整備していくことが課題であ
る。作業途中で相談を受けた保健師 F には、
メールでの励ましや通勤途上で助言しただ
けで、ここまでできるとは思わなかった。こ
れからも後輩保健師との日常的なかかわり
を大切にしていきたい。今回の研修での 4 人



の取り組みについては市役所保健師全体の
連絡会などで報告する場を設けたい。   

このように、保健師リーダーによる活動歴
ポートフォリオを用いた語りが保健師活動
の理念・価値観の伝承を促し、長年日常業務
の中での気づきを大切に自己研鑽してきた
保健師リーダーの姿勢に触発され、後輩保健
師の日常業務における気づきから課題を絞
ったポートフォリオ学習へと発展したこと
が示された。また、保健師リーダーはアクシ
ョンリサーチャーの一人として研修を企
画・実施・評価することによって、管理職と
して OJT 推進に向けた新たな課題を見出す
ことができた。 

第二段階のアクションリサーチの結果、保
健師の専門能力の理念的コアに位置づけら
れる視点・姿勢・価値といった能力を継承す
る方法として有用であることが示された。リ
ーダーの姿勢を受け継ぎ、後輩保健師が個別
の学習課題に取り組み、学習プロセスを表現
しやすいポートフォリオの特徴を活かして
学習成果を発表し相互評価ができた。行政保
健師のキャリア開発においても、臨床看護領
域と同様に目標管理にポートフォリオを活
用できると考える。 
  
【まとめ】 
行政保健師のキャリア開発におけるポー

トフォリオの活用は保健師の専門能力の理
念的コアを継承する方法として有用である
ことが示された。具体的には、OJT において
これまでの保健師活動を振り返り、獲得した
能力や自分自身の強み、現在の課題への気づ
きを促し、専門職として発達するための自己
学習能力を向上させることができ、目標管理
にも活用できる可能性がある。 

ポートフォリオを活用した研修プログラ
ムを検討する際には、グループ・ダイナミク
スの観点を重視した上で、ポートフォリオの
内容のプライバシーの問題を考慮し、目的を
明確にして共有する場を設定することが必
要である。  
近年、分散配置で日常業務での交流が少な

い保健師同士がポートフォリオを作成・共有
することを通してコミュニケーションが促
進され、学習する組織風土づくりへの組織的
な取り組みに発展することが期待される。 

今後は経験知の世代間伝承に向けて、特に
中堅期の行政保健師の経験知を職場内で共
有・活用するために、活動歴ポートフォリオ
と課題ポートフォリオを組み合わせた OJT
モデル試案の作成が重要と考える。 
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